
今
年
の
反
貧
困
キ
ャ
ラ

バ
ンi

n

あ
い
ち
で
は
、
自

治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
と
要
請

行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

県
下
の
全
自
治
体
に
反

貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
名
で
、

生
活
保
護
基
準
の
切
り
下

げ
が
他
の
制
度
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

回
答
が
あ
っ
た
自
治
体
は

54
自
治
体
中
37
自
治
体
で

し
た
。

そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
愛

知
県
、
名
古
屋
市
、
中
核

市
（
豊
橋
市
、
岡
崎
市
、

豊
田
市
）
、
特
例
市
（
一

宮
市
、
春
日
井
市
）
に
対

す
る
要
請
、
懇
談
を
申
し

入
れ
た
と
こ
ろ
、
豊
橋
市
、

岡
崎
市
、
豊
田
市
か
ら
は

面
談
に
つ
い
て
断
る
旨
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
懇
談
先
は
、

愛
知
県
（
健
康
福
祉
部
地

域
福
祉
課
）
、
名
古
屋
市

（
健
康
福
祉
局
総
務
課
）
、

春
日
井
市
（
財
政
部

市
民
税
課
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
）
、
一
宮
市

（
総
務
部
市
民
税
課
）
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
懇
談
の
集
約
結
果
は

政
策
部
会
で
改
め
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

宣
伝
行
動
に
つ
い
て
は
、

名
古
屋
駅
前
と
三
の
丸
の

2
ヶ
所
で
の
宣
伝
と
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
で
の
流
し
宣

伝
を
お
こ
な
い
。
街
頭
か

ら
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の

学
習
集
会
は
「
取
り
戻
せ
、

生
存
権
―
「
人
間
裁
判
」

か
ら
学
ぶ
」
と
題
し
て
、

朝
日
訴
訟
の
継
承
人
で
あ

る
朝
日
健
二
さ
ん
を
お
招

き
し
、
生
存
権
闘
争
の
歴

史
や
意
義
な
ど
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
名
古
屋

港
湾
会
館
に
て
参
加
者
は

76
名
で
し
た
。

集
会
冒
頭
、
藤
井
実
行

委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
当
事
者
の
声

と
し
て
、
①
笹
島
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
Ｔ
さ
ん
、

②
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
の
武

藤
さ
ん
と
横
田
さ
ん
、
③

生
健
会
の
浅
田
さ
ん
か
ら

発
言
が
あ
り
、
樽
井
事
務

局
長
か
ら
自
治
体
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
と
要
請
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

朝
日
健
二
さ
ん
か
ら
１
時

間
に
わ
た
り
基
調
講
演
が

な
さ
れ
、
参
加
者
と
の
間

で
熱
心
な
質
疑
応
答
も
な

さ
れ
た
。
更
に
、
森
弘
典

氏
か
ら
「
生
活
保
護
基
準

引
き
下
げ
、
社
会
保
障
制

度
「
改
革
」
の
動
き
と
不

服
申
立
の
意
義
」
と
題
し

た
報
告
が
な
さ
れ
た
。
最

後
に
、
愛
知
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
の
久
保
田
さ

ん
か
ら
閉
会
の
あ
い
さ
つ

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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反
貧
困
キ
ャ
ラ

バ
ン
来
る

ナナちゃん人形前で街頭宣伝の参加者と

基調講演の朝日健二さんは熱心な語り口

朝
日
健
二
さ

ん
の
講
演

自治体アンケート＆要請

街頭宣伝

学習集会と盛り沢山！



6
月
29

日

土
曜
日
、
中

区
役
所
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、

反
貧
困
キ
ャ

ラ
バ
ンi

n

あ

い
ち
の
プ
レ

企
画
と
し
て

行
わ
れ
ま
し

た
。

開
会
に
先
立

ち
、
反
貧
困

キ
ャ
ラ
バ
ン

テ
ー
マ
ソ
ン

グ
の
ヴ
ォ
ー

カ
ル
鈴
木
崇

之
さ
ん
の
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
振

り
付
け
を
知
っ
て
い
る
方

が
壇
上
に
上
が
っ
て
振
り

付
け
を
先
導
す
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

開
会
挨
拶
は
、
岐
阜
大

垣
の
笹
田
参
三
弁
護
士
。

美
濃
加
茂
で
起
こ
っ
て
い

る
外
国
人
労
働
者
大
量
解

雇
の
問
題
の
実
情
報
告
と

と
も
に
、
貧
困
問
題
へ
の

取
り
組
む
決
意
表
明
を
含

む
挨
拶
で
し
た
。

当
事
者
発
言
は
、
生
活

保
護
受
給
者
、
奨
学
金
受

給
の
大
学
院
生
、
母
子
家

庭
、
労
働
問
題
、
外
国
人

研
修
生
（
支
援
者
）
、
の

方
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

実
状
が
生
々
し
く
語
ら
れ

ま
し
た
。
。

貧
困
の
拡
大
・
放
置
が

な
ぜ
問
題
な
の
か
と
い
う

原
理
・
原
則
の
点
か
ら
説

き
起
こ
す
内
容
で
し
た
。

貧
困
解
消
の
運
動
を
す

る
の
に
こ
れ
か
ら
何
が
必

要
な
の
か
改
め
て
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

現
在
の
運
動
体
制
に
は
い

ろ
い
ろ
と
欠
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
な
ど
、
耳
の

痛
い
か
つ
貴
重
な
指
摘
も

あ
り
ま
し
た
。

東
京
で
行
わ
れ
て
い
る

デ
モ
の
様
子
を
写
し
た
映

像
も
用
い
な
が
ら
、
運
動

の
現
在
の
報
告
も
交
え
つ

つ
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
貧
困
解
消
運
動
の

新
し
い
形
の
提
案
、
展
望

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

運
動
を
進
め
る
上
で
の

指
摘
が
い
く
つ
か
あ
り
、

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
は

正
し
い
こ
と
を
正
面
か
ら

言
お
う
と
し
て
も
、
総
掛

か
り
で
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま

う
。
ま
た
、
同
時
に
、
運

動
を
進
め
る
上
で
こ
れ
か

ら
は
ネ
ッ
ト
も
無
視
で
き

な
い
ツ
ー
ル
に
な
り
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
弊
害
な

く
利
用
で
き
る
か
も
、
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

運
動
の
最
前
線
の
現
場

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
張
本

人
の
お
話
は
，
さ
す
が
に

臨
場
感
に
富
ん
で
い
る
し
，

視
点
の
鋭
さ
が
随
所
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
，
実
行
委
員
長

で
あ
る
水
谷
司
法
書
士
の

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
締
め
の
言

葉
で
終
了
。
終
了
後
は
パ

レ
ー
ド
を
栄
周
辺
で
お
こ

な
い
ま
し
た
。

当
日
の
午
前
、
反
貧
困

フ
ェ
ス
タ
プ
レ
企
画
の
前

に
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
あ
い
ち
の
第
４
回
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
藤
井
共
同
代
表
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
た

後
、
樽
井
事
務
局
長
か
ら

12
年
度
の
活
動
報
告
と
13

年
度
の
活
動
方
針
案
、
12

年
度
の
会
計
報
告
と
13
年

度
の
予
算
案
、
役
員
人
事

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
名
古
屋
市
の
警

察
官O

B

問
題
、
子
ど
も
と

貧
困
問
題
、
美
濃
加
茂
な

ん
で
も
相
談
会
の
取
組
な

ど
に
つ
い
て
の
発
言
が
な

さ
れ
、
提
案
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

和
田
共
同
代
表
か
ら
、
貧

困
を
克
服
す
る
運
動
を
粘

り
強
く
進
め
て
い
こ
う
と

い
う
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
、

閉
会
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
３
３
名
の
幹
事

を
選
任
し
、
共
同
代
表
に

は
内
河
惠
一
、
藤
井
克
彦
、

和
田
肇
の
隠
し
を
再
任
し

ま
し
た
。
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生活保護窓口には多くの行列が見られる。

第
４
回
総
会
を

開
催
し
ま
し
た

伊
藤
恭
彦
教
授

の
講
演

雨
宮
処
凛
の

ト
ー
ク



6
月
25
日
、
第
５
回
学

習
会
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

ら
み
た
求
職
・
就
労
、
最

前
線
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

名
古
屋
中
「
名
古
屋
人
材

銀
行
」
主
幹
の
小
林
真
人

氏
（
全
労
働
省
労
働
組
合

愛
知
支
部
書
記
長
）
、
小

島
鐵
也
氏
（
氷
河
世
代
ユ

ニ
オ
ン
）
の
お
二
人
で
す
。

参
加
者
24
名
で
し
た
。

「
働
く
こ
と
は
生
活
の

原
点
で
あ
り
、
国
の
根
幹

で
あ
る
。
だ
が
、
職
探
し

は
衣
食
住
あ
っ
て
の
こ
と
。

だ
か
ら
自
治
体
の
協
力
も

重
要
」
。
小
林
氏
は
こ
う

口
火
を
き
り
、
「
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
み
た
求
職
市

場
の
変
化
」
「
働
く
場
と

し
て
の
職
安
の
現
状
と
課

題
」
「
問
題
企
業
の
課
題
」

を
講
演
し
ま
し
た
。

こ
の
40
数
年
の
間
に
、

国
の
合
理
化
に
よ
っ
て
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
数
、
職
員

数
は
減
る
一
方
、
求
人
数

は
倍
増
し
て
い
ま
す
。
丁

寧
に
応
じ
れ
ば
も
っ
と
就

職
で
き
る
。
そ
う
思
っ
て

も
、
忙
し
す
ぎ
て
充
分
な

対
応
が
難
し
い
と
の
こ
と

で
す
。
職
場
と
し
て
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
も
不
安
定
な

非
常
勤
職
員
が
増
え
て
い

ま
す
。

問
題
企
業
か
ど
う
か
を

求
職
者
が
確
か
め
る
方
法

は
、
「
繁
忙
期
、
残
業
が

ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
」
等

と
き
ち
ん
と
聞
く
こ
と
。

面
接
で
問
題
の
あ
っ
た
企

業
は
求
職
者
の
報
告
を
受

け
て
職
安
で
記
録
し
、
次

の
方
に
情
報
提
供
し
て
い

ま
す
。

次
に
、
小
島
氏
か
ら
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
い
わ
ゆ

る
「
氷
河
期
世
代
」
以
降

の
若
者
の
就
労
に
つ
い
て
、

詳
し
い
資
料
に
基
づ
き
解

説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
企
業
は

正
規
雇
用
を
絞
り
込
み
、

90
年
代
半
ば
か
ら
00
年
代

半
ば
に
か
け
て
、
若
者
就

労
は
悪
化
。
非
正
規
雇
用

比
率
も
大
き
く
上
昇
し
ま

し
た
。
大
学
の
就
職
内
定

率
は
全
国
平
均
９
割
と
さ

れ
ま
す
が
、
調
査
対
象
校

に
偏
り
が
あ
る
た
め
実
態

は
６
〜
７
割
程
度
と
の
こ

と
。
就
職
活
動
の
仕
方
も

か
な
り
の
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
も
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
る
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
、
若

者
自
身
が
、
企
業
、
大
学
、

行
政
の
責
務
を
定
め
た

「
就
職
活
動
基
本
法
」
策

定
を
求
め
る
動
き
も
あ
り

ま
す
。
若
者
自
身
が
声
を

上
げ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

質
疑
応
答
で
は
、
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
」
に
対
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
労
働
基

準
監
督
署
な
ど
の
対
応
状

況
、
社
会
保
険
加
入
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
な
ど
が
扱
わ
れ
ま

し
た
。
【
大
山
】

室
内
が
細
か
く
区
切
ら

れ
、
防
火
対
策
が
不
十
分

な
い
わ
ゆ
る
「
脱
法
ハ
ウ

ス
」
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年

12

月
、
東
京
練
馬
区
で

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
と
謳

う
施
設
の
火
災
事
件
が
今

年
５
月
に
報
道
さ
れ
て
か

ら
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
業
界

の
２
割
が
ブ
ラ
ッ
ク
、
４

割
が
グ
レ
ー
と
の
指
摘
も

あ
り
、
居
住
者
に
突
然
、

退
去
通
告
す
る
な
ど
の
問

題
も
起
き
て
い
ま
す
。

学
習
会
で
は
、
一
連
の

経
緯
を
振
り
返
り
、
課
題

を
整
理
し
、
福
祉
の
観
点

か
ら
対
策
と
防
止
策
を
探

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
24

名
で
し
た
。

弁
護
士
の
森
弘
典
氏
か

ら
は
「
脱
法
ハ
ウ
ス
の
実

態
、
対
策
と
課
題
」
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
脱
法
ハ

ウ
ス
の
実
態
は
、
条
例
が

定
め
る
面
積
の
不
足
が
最

多
違
反
で
、
耐
火
構
造
上

違
反
が
続
き
ま
す
。
１
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
賃
料

は
、
通
常
の
民
間
賃
貸
相

場
の
３
倍
超
の
１
万
円
と

実
は
高
い
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
国
交
省
は
今
年

９
月
に
「
違
法
貸
し
ル
ー

ム
」
の
判
断
基
準
を
作
成

し
ま
し
た
。
今
後
の
課
題

は
、
社
会
福
祉
の
質
を
低

下
さ
せ
な
い
と
い
う
行
政

の
公
的
責
任
の
原
則
に
も

と
づ
き
、
短
期
的
に
は
転

居
支
援
な
ど
の
入
所
抑
制

に
、
将
来
的
に
は
、
公
営

住
宅
の
拡
充
、
民
間
賃
貸

住
宅
へ
の
家
賃
補
助
な
ど

に
つ
と
め
る
必
要
が
あ
る
、

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

中
京
大
学
の
岡
本
祥
浩

氏
か
ら
は
「
居
住
福
祉
の

視
点
と
可
能
性
」
と
題
し

て
、
戦
後
日
本
の
居
住
福

祉
を
支
え
て
き
た
雇
用
シ

ス
テ
ム
が
産
業
構
造
の
変

化
や
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
背
景
に
崩
れ
、
市
場
で

住
居
を
確
保
で
き
な
い
人

に
し
わ
寄
せ
が
起
き
て
い

る
こ
と
が
解
説
さ
れ
ま
し

た
。
低
所
得
者
や
高
齢
者

向
け
の
住
居
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
公
営
住
宅
は
減
少

し
て
お
り
、
適
切
な
住
宅

ス
ト
ッ
ク
が
不
足
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
居
住
の

貧
困
撲
滅
の
た
め
に
は
、

人
権
の
観
点
か
ら
居
住
を

認
識
し
、
適
切
な
居
住
水

準
を
確
保
さ
せ
る
法
の
制

定
が
必
要
で
す
、
と
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
家
賃

補
助
の
実
効
性
、
衛
生
面

か
ら
の
検
討
・
要
請
、
シ
ェ

ル
タ
ー
と
脱
法
ハ
ウ
ス
の

境
界
線
、
高
齢
者
要
介
護

者
向
け
住
ま
い
の
質
確
保

の
体
制
づ
く
り
な
ど
が
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
【
大
山
】

第１１号 ２０１３年１１月１日

企
業
の
社
会
的

責
任
を
全
う

住
居
は
す
べ

て
の
根
幹

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

脱
法
ハ
ウ
ス


